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ナスダック100CFD（日足）

3出所：MT4・石原順インディケーター（赤↑＝買いシグナル・黄↓＝売りシグナル）



4
出所：Twitter



5出所：Twitter 出所：リアルインベストメントアドバイス

連銀のバランスシートの縮小予測
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S&P500指数と歴史的なイベント（黒：S&P500指数 緑：成長トレンド）

出所：リアルインべストメントアドバイス

アラン・グリーンスパンが100年
に一回の危機と呼んだ2008年
の暴落は事実上、ミニ暴落で
あった。修正は行われなかった。
その代わり、2008年の暴落は
膨大な負債によって覆い隠さ
れ、避けられない大暴落が起
こったとき、その深刻さは歴史
上のどの暴落をもはるかに超え
るものになることが確実となっ
たのである。



7出所：Twitter
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出所：Twitter



NYダウ（日足） 1920年～1946年

出所：筆者作成

1937年は金融緩和の環境で米国経済
が回復し、FRBは利上げに動いた。その
結果、国債は売られ（金利上昇）、株価
は1937年3月高値194ドルから1938
年3月にかけて50％以上急落した。

これを受けてFRBは再び金融緩和に動い
たが、この後もNYダウは1942年4月28
日の92ドルまで下落し、1937年高値の
194ドルを回復したのは1945年12月8
日のことである。
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貿易戦争はFRBの手に負えません。
貿易戦争、資本戦争、軍事戦争が今
起きている。このようなことが重なると、
1930年から1945年までのような困
難な時代がやってくる



10出所：Twitter



11出所：Twitter



12出所：Twitter
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アーク・イノベーションETF（日足）
今回は過去とは違うという信念は、
投資家にとって常に最も危険なフ
レーズである。しかし、現在の参加
者はこのような状況にある。過剰な
金融流動性が短期的な市場ダイ
ナミクスを変化させたことは確かだ
が、長期的な影響を緩和した証拠
はない。

さらに、投資家は低金利が収益や
売上に対する過大な支払いを正当
化するとも考えている。

「金利が低いという点で“今回は違
う“ので、バリュエーションは過去ほ
ど重要ではない」
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いずれにせよ、「紙幣の大増刷と信用創造」の時代（フェイズ）は終わった
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「投資家のキャリアにおいて、重要なマーケットイベントは数少ないが、
その中でも特に重要なのがスーパーバブルである。このスーパーバブ
ルは、投資家が学ぶべき歴史上数少ないイベントであるが、共通する
明確な特徴がある。

「その一つは、スーパーバブルの崩壊時に必ず見られるように、下落
の初期段階から経済が悪化する前にベアマーケットが立ち上がること
である。過去3回の例では、最初の下げの半分以上を取り戻した後、
再び下げに転じ、さらに景気も悪化した。この夏の上昇は、今のとこ
ろ、このパターンに完全に合致している」

「弱気相場には3つの段階がある-急落、反射的な反発、そして長引
くファンダメンタルズの下降トレンド」

前述の通り、2022年は年央まで続く急激な下落で始まった。7月と
8月に売られ過ぎの反動で下落の一部を取り戻したが、極めて弱気
なセンチメントであったため、当然のことであった。しかし、そのリトレー
スメントが終わった今、懸念されるのは、スーパーバブルの第3局面
がまだ始まっていないことである。この第三の段階は、ファンダメンタル
ズの悪化と同時に、よりゆっくりとした、より厳しい下落である。

弱気相場には3つの段階がある

出所：ゼロヘッジ
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S＆P500のシーズナルサイクル（過去20年の平均）

出所：トレーダーズアルマナック（パンローリング）



17出所：DATATRECK
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10年にわたる金融介入が「超バブル」を生
み出したことを最も端的に示しているのは、
金融市場と企業の収益性との乖離である。
経済成長、ひいては企業の収益性が最
終的に元に戻ることで、価格が経済の実
態を反映するようになり、投資家はより大
幅な下落に対して脆弱になる。

金融市場と企業の収益性との乖離

出所：リアルインベストメントアドバイス
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バフェット指標

https://www.gurufocus.com/stock-market-valuations.php

https://www.gurufocus.com/stock-market-valuations.php
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S＆P500指数（日足）

出所：筆者作成

多くの人が2022年の安値は6月につけたと
思っていたが、そうではなく、先週、新たな安
値が設定された。この安値が最後の安値に
なることはないだろう。

何年もかけてインフレを引き起こした（QE1
から無制限のQE、レポによる救済、大量の
通貨供給量の拡大、インフレを起こしたFRB
主導の株式市場からの歴史的な富の移
転）FRBは、CPIインフレをプーチン、パンデ
ミック、気候変動のせいにしながら、アメリカ
の労働者階級と他のグローバルな「同盟国」
に背中を向けて自分たちのインフレ騒動を片
付けることになるだろう。

1913年12月の正式な誕生の日以来、
FRBは独立した銀行ではなく政治的な銀行
であり、誤ったサービスを提供してきており、
国民に話すときは、数学や誠実さではなく、
言葉や歪曲に頼るしかない。



S&P500CFD（日足）

21出所：MT4・石原順インディケーター（赤↑＝買いシグナル・黄↓＝売りシグナル）



NY原油CFD（日足）

22出所：MT4・石原順インディケーター（赤↑＝買いシグナル・黄↓＝売りシグナル）



ドル/円（日足）

23出所：MT4・石原順インディケーター（赤↑＝買いシグナル・黄↓＝売りシグナル）
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出所：Twitter
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